
 

 

 
 

 

2019年 4月 9日 

大阪国際空港内に水素ステーションをオープン 

～大阪国際空港と関西国際空港を結ぶ「水素の道」～ 

 

 

岩谷産業株式会社（本社：大阪・東京、社長：谷本光博、資本金：200 億円）は、関西エアポー

ト株式会社（本社：大阪、社長：山谷佳之、資本金：250 億円）の協力のもと、大阪国際空港内に     

「イワタニ水素ステーション 大阪伊丹空港」を 4月 9日に開所しました。 

 

関西エアポート株式会社は水素等のクリーンエネルギーの利用促進に積極的に取り組んでおり、こ

の度「イワタニ水素ステーション 大阪伊丹空港」が完成したことで、2016年にオープンした「イワ

タニ水素ステーション関西国際空港」と本水素ステーションを結ぶ「水素の道」が出来ました。 

また、本水素ステーションは、当社が全国で展開する 24カ所目の水素ステーションであり、当社

と日本水素ステーションネットワーク合同会社（JHyM）が共同で整備した最初のステーションです。   

 

当社は、引き続き、FCV の早期普及およびユーザーの利便性向上に貢献するとともに、水素エネ

ルギー社会の早期実現に向けて積極的に役割を果たしてまいります。 

 

■水素ステーションの設置場所・イメージ 

 



■「イワタニ水素ステーション 大阪伊丹空港」の概要 

・所 在 地  ： 大阪府豊中市蛍池西町 

・敷地面積 ： 約 1,200㎡ 

・水素供給 ： 液化水素オフサイト供給 

・供給能力 ： 300 Nm3/h (1 時間当たり FCV 6台の満充填が可能) 

・充填圧力 ： 82MPa(メガパスカル) ※1メガパスカル≒10 気圧 

・設備構成  ： 圧縮機、蓄圧器、ディスペンサーなど 

 

 

■システムフロー 

 

 

 

 

 

 


